
 

六ヶ所ロータリークラブ 20周年記念式典 2016年 7月 30日（土） 15：00～18：30 

 

第一部 記念式典 

 

【司会進行】記念式典委員 葛西徹也君 

本日は大変お忙しい中、ご列席いただき、誠に有り難うございます。本式典は、

本来、前年度に執り行なう予定でございましたが、当会場の大々的な改修工事の

ため、今年度の開催の運びとなりましたことを深くお詫び申し上げます。申し遅

れましたが、式典司会を務めます葛西と申します。どうぞ宜しくお願い致します。 

 

 

 

【式辞】小泉國雄 2015-2016 年度会長 

今年も青森県内、豪華絢爛祭り一色の時期となりました。そんな折、六ヶ所ロ

ータリークラブ設立 20周年記念にご案内を申し上げたところ、他事多端にもかか

わらず、ご臨席を賜りました六ヶ所副村長 橋本晋様、第 2830地区ガバナー 長

嶺康廣様をはじめとする多くのパストガバナーの皆様、そして地区内外のロータ

リアンと要職に就かれております各界の皆様方には、錦上花を添えていただきま

したこと誠に有り難うございます。平成 8 年度種市初代会長の下、多くのロータ

リークラブの皆様方には、格別のご指導ご支援を賜り、今次、成人式を迎えることが出来、万感胸に迫る想いでご

ざいます。 

設立年度は、4 大奉仕部門を柱にチャーターメンバー26 名で、年度内に 6 名上京し実質 32 名のスタートであり

ましたが、数年で退会する会員が後を絶たなかったことから、まず我々会員は、親睦、楽しい例会。会員同士が色々

なことをもっと知り合うクラブ奉仕を重点に活動をしてまいりました。そのことにより、退会する会員がなくなり、

なによりも必要なことは会員同士が異業種でありながら、企業規模にとらわれることもなく連携が出来る様になり

ました。 

地域のイベント、清掃活動等をはじめ、継続的には学童親善野球大会、職業講話、職場体験、更には交換留学生

の派遣、受入れでは、本日ご列席の六ヶ所高校様、ならびにホストファミリーの皆様方に、深いご理解とご協力、

おもてなしをいただき改めて感謝を申し上げるところでございます。 

更に 2008 年 3 月には、六ヶ所村プロバスクラブを小林孝雄ファストガバナー年度に東北で青森市についで 2 番

目に設立し、おかげさまをもちまして来年で 10 周年を迎えることになりました。現在では東北唯一の六ヶ所プロ

バスクラブであり、現金澤会長の下 16 名でありますが、社会において活躍なされている造詣の深い信望のある方

ばかりであります。まだまだ若いクラブでありますが、プロバスクラブの金澤会長をはじめ、会員の方からはロー

タリアンとして本当にあるべき姿、ホストは何をやるべきかと訓示を受けます。 

今、六ヶ所村は、次世代エネルギーパークを運営し、ますます国際色豊かに展開され、それに見合った更なる充

実した地域社会の創造が求められるところであります。六ヶ所ロータリークラブも 20 周年の節目を契機に国際ロ

ータリーが提唱するプロジェクトと共に、地域に密着したサービスを優先し、地域社会と連携して実践することが

奉仕の理想であると決意を新たにしているところでございます。 

インターナショナルスクールあるいは交換留学生を通じて、国や文化を超えた友情、その理解の寛容を深めるこ

とにより新しい街づくりと風土の醸成の一助になればと切望するところでございます。どうか、六ヶ所ロータリー

クラブ、六ヶ所プロバスクラブに今後とも倍旧の力添えとご指導を賜りますよう宜しくお願い申し上げます。 

結びとなりますが、本日ご列席の皆様方のますますのご隆盛とご多幸をご祈念申し上げ挨拶に代えさせていただ

きます。本日は誠に有り難うございます。 

 



 

【感謝状贈呈】小泉國雄会長から、青森県立六ヶ所高等学校 校長 川村卓也様へ贈呈 

貴校は当クラブが実施する青少年交換プログラムにおいて学生の派遣及び受入れ

に関し、多大な貢献をなされた功績は極めて大であります。よってその功績を称え

記念品を贈呈し、表彰いたします。 

 

 

 

 

【来賓祝辞】六ヶ所村副村長 橋本晋様 

六ヶ所ロータリークラブの創立 20 周年、誠におめでとうございます。六ヶ所ロー

タリークラブは 1996 年 3月に野辺地ロータリークラブをスポンサークラブとして

発足し、本年をもって創立 20周年を迎えられました。貴クラブは創立 20年来、積

み重ねあげられてきた社会奉仕に対する高い志の元、地域社会発展のため、福祉の

向上をはじめ、環境の美化や国際交流事業など地域社会の奉仕活動を積極的に続け

てこられ、六ヶ所村の街づくりを側面から支えて頂いておりますことは、これも一

重に歴代会長をはじめ、ロータリアンの皆様の熱意とご尽力の賜物であると改めて心から感謝を申し上げます。 

六ヶ所村は長い歴史のなかで様々な苦難を乗り越え、歴史、風土、文化を築き上げてきた先人の弛まぬ努力や、そ

の心を大切にしながら郷土が発展することを願い、産業と化学、文化が共有する新しい郷土を目指し、力を合わせ

て我が国の原子燃料サイクル施設をはじめ、国家石油備蓄基地や、国際核融合エネルギー研究センター、大規模な

風力発電、太陽光発電施設など多種多様なエネルギー関連施設が集積する我が国の重要なエネルギーの拠点として、

その役割を果たしながら歩んで参りました。しかしながら、我が国全体が本格的な少子高齢化による人口減少へと

突入し、このままでは地方が消滅する危機に直面していると警鐘が鳴らされる時代が始まっております。このよう

な中で六ヶ所村はこれまで有している地域資源をはじめ、潜在している地域資源を行政と村民が一体となって、共

同精神の下で発掘し磨き上げることにより村民ひとりひとりが日々の暮らしに満足でき、将来の暮らしに不安のな

い安らぎと幸せを実感できる街に向けて躍進することを目指してまいります。村民との共同による街づくりを推進

していくためにも、これまで長きに渡り地域社会に多大な貢献をされたロータリークラブの皆様方の活動は大変心

強く、引き続いて村政へのご支援ご協力を賜りますようお願いを申し上げます。 

結びとなりますが、六ヶ所ロータリークラブのますますのご発展と会員皆様の更なるご活躍をご祈念いたしまし

てお祝いのお言葉とさせていただきます。本日は誠におめでとうございます。 

 

【来賓祝辞】第 2830 地区ガバナー 長嶺康廣様 

六ヶ所ロータリークラブの皆様、本日は創立 20周年、誠におめでとうございま

す。また、今日の為の準備をなされた会員、会員の奥様方、本当にご苦労様でご

ざいました。 

六ヶ所ロータリークラブは 1996 年 3 月 10 日に創立総会が行われ、スポンサー

クラブの野辺地ロータリークラブ、それからチャーターメンバー26 名でスタート

ということでございました。4 月 2 日に国際ロータリーの正式加盟認証、6 月 18

日に国際ロータリー加盟認証伝達式で、会員数 30名で産声を上げたと伺っております。 

現在は、「スパハウスろっかぽっかギャラリー」を例会場に毎週木曜日、六ヶ所村とよこはま町を拠点にロータ

リーの活動を展開してございます。現在 33 名の会員が在籍し、構成メンバーの半数が地元企業経営者、残りの半

数が県外資本で六ヶ所に拠点のある企業の現地責任者で構成されるとお聞きしてございます。 

この 20 年間における主な奉仕活動は、地域の発展には将来を担う青少年の育成が必要であるとの考えに基づい

て次のような青少年奉仕活動を実施していると聞いてございます。 

 



 

・小学生を対象に東北大学教授及び当大学院生による化学実験授業。学童野球大会。 

・中学生を対象に東北学院生との学習意欲向上宿泊合宿。職業講話学習への講師派遣。 

・高校生を対象に青少年交換留学事業。職業講話学習への講師派遣。 

また、地域社会のための社会奉仕活動としては、先程から紹介されています六ヶ所プロバスクラブを支援してい

ると伺ってございます。地域社会活動としては、吹越烏帽子清掃登山。また 30ｋｍの清掃ウォーク。こういった

活動を長年続けられていると伺っております。 

また、ロータリー財団のポール・ハリス・フェローも認証受領者 6名と、ロータリー財団に対する理解も深いク

ラブでございます。このように地域社会に根ざした青少年奉仕活動、社会奉仕活動、また、ロータリー財団支援と

地道な活動を 20年間継続されてきたクラブでございます。 

今後ともクラブ会員一丸となって地域に根ざした青少年奉仕活動、それから地域社会奉仕活動をされることを祈

念いたしまして、私の祝辞といたします。本日は誠におめでとうございました。 

 

【記念事業発表】記念事業委員会 小川和也君 

記念事業について内容を説明いたします。六ヶ所ロータリークラブでは、創立 20

周年記念事業と致しまして、六ヶ所村立第一中学校近くに時計付きの記念碑を設置

いたしました。この近辺は、中学校、小学校、幼稚園、六ヶ所医療センター、それ

から建設中ではありますけど温水プール等があり、人通りも多いことから「時計が

あると便利」という地域の方々からの声もあり、時計台を設置いたしました。 

記念碑の建設までの経緯を説明します。工事開始前は、新道と旧道をはさむ三角地

帯でした。6 月初めから工事を開始し、6 月末に無事工事を完成いたしました。尚、製作据付けには、むつ中央ロ

ータリークラブの久保田様に大変お世話になりました。 

今後、皆様に時を知らせるモニュメントとして、親しんでいただけることを期待しております。六ヶ所ロータリ

ークラブ 20周年の歴史をモニュメントとして残し、これからも時計台と共に時を刻み、力強く進んで参ります。 

最後になりますが、この事業に関しましてご支援ご協力を承りました六ヶ所村をはじめとする関係者の皆様に心

より厚くお礼を申し上げます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ロータリー20周年記念時計台 除幕式  2016年 7月 30日（土） 

 



 

第二部 トークセッション≪青少年交換プログラム ～国際奉仕の意義～≫ 

 

【司会進行】種市治雄 実行副委員長 

当クラブにおきましては、1996 年設立以来、4 名の学生をアメリカに派遣し、各

国から 5 名の学生を受け入れてきた経緯がございます。ロータリーにおける国際

奉仕の理念は、国際理解の促進と親善を目指すことを目的としております。当ク

ラブといたしましても、国際色に伴う地域性に鑑み、青少年交換プログラムを推

進して参りました。第二部のトークセッションでは、交換留学プログラムを体験

した学生の報告を基に、国際奉仕の意義について考えてみたいと存じております。 

 

【学生報告】『君はなぜ日本が好きか』 

2010-11年度来訪学生(RI第 6250 地区 USAウィスコンシン州) デレク ファーステンバーグ君 

一言でアメリカと日本を比べたら、アメリカは自分中心の文化で、日本は社会

中心の文化です。日本では自分の行為が人にどのような影響があるかを良く考え

なければなりません。アメリカでは、自分の有益だけを考えてしまうことが多く

て、共感が少ないと思います。日本では謙譲が美徳です。アメリカでも一般的に

謙譲が良いことに見なされていますが、日本のような謙譲とは違います。日本は

社会中心の文化なので、犯罪率が低いし、安心して暮らしやすい。日本の謙譲文

化のおかげで日本に憧れを抱くようになりました。 

また、日本は健康第一という文化があります。日本に居た時は痩せていましたし体を大切にしていました。その

経験から太っていることが物凄く面倒なものだと理解しています。因みにこれは日本とアメリカの文化の違いです

が、アメリカでは最近は太ることも“美”という、矛盾した社会運動も広がっています。 

私の体重は、アメリカに戻ったときに 97 キロでした。最初の 8 ヶ月間は、自転車で学校通いを続けていたので

97 キロのままでしたが、冬は寒くて他の運動が見つからなかったので 115キロに太りました。そして、1年半前に

潰瘍性大腸炎にかかり、薬のために体重が 130 キロに増えました。医者は、先月に適当な他の薬を見つけ、太らせ

る薬を止めたので痩せ始めましたが、90キロ台まで痩せることは、沢山の努力が必要です。 

では、次に日本の心配に関して続きます。日本は、残業が多すぎることに納得できません。残業することは構い

ませんが、残業時間と共に生産性が上がらないと意味が無いと思います。例えば、ある人は毎週 40時間働いて 20

種類の仕事を終了しました。そして、他の人は毎週 65時間働いて同じ 20種類の仕事を終了したというのに、どう

して残業を多くした人のほうが、生産性が低いのに評価されるのかわかりません。 

しかし、私は日本が大好きで、日本に帰化することを希望しています。日本の生活を体験して、確かに生活の違

いが多かったですが、私は日本が大好きで柔軟な人間なので、日本に慣れることが出来ると思います。日本では、

電気工学者か、FPGA プログラミング、核融合の博士になって、働いたり暮らしたりする幸せを見つけたいと思い

ます。私にとって日本に帰る事が最も幸せの追求になるのです。ご清聴有り難うございました。  

 

【学生報告】『UNDER THE SKY OF AMERICA』 

2015-16 年度派遣学生(RI第 7770 地区 USAサウスカロライナ州) 金浜望海さん 

私は去年の 8月から今月までアメリカに約 1年間留学をしていました。今日は、

この 1年間で私が経験したことや興味深く感じたことを発表しようと思います。 

私はアメリカ南部の東海岸沿いに位置するサウスカロライナ州のヒルトンヘッ

ドアイランドという地域に住んでいました。ヒルトンヘッドアイランドは、リゾ

ート地の島として有名で、人口は約 40万人ですが、年間約 200万人の観光客がこ

の島を訪れます。 

 



 

次に私の通っていた高校について話したいと思います。私の高校はヒルトンヘッドアイランドハイスクールとい

い全校生徒は約 1200 人です。この学校には日本のように自分のクラスが無く、朝礼や帰りのホームルームなども

ありません。学校のシステムは日本の大学に似ていて、生徒が各教室に授業を受けに行きます。また、高校では、

全校が同じ授業を受けるのではなく、自分で時間割を組みます。もちろん全てのクラスは英語なので、最初の時は、

先生が何を言っているのか理解できず、1年間やっていけるか不安でした。しかし、良い友達にも恵まれ、充実し

た学校生活を送ることが出来ました。 

学校生活では、日本との違いが目立ちました。日本の学校は、学年ごとに授業を受けますが、アメリカの学校で

は異なる学年の生徒と同じ授業を受けます。その為、日本のような先輩後輩関係があまり無く、皆、対等に接して

いました。私の仲の良い友達も年下の人が多いです。 

日本と異なる点のなかには、残念な違いもありました。アメリカでは多くの高校生が薬物を使っています。実際

に私のクラスでもドラック使用者がいました。日本よりとても身近に感じ、少し怖いということもありました。し

かし、親切で優しい人も多く、いつも助けられていました。ネガティブな点ばかり目立ちがちですが、良い面もた

くさんあり、この学校で沢山のことを経験し学ぶことができたことを誇りに思っています。 

私がいた地区のロータリーには、日本を含め 14カ国の留学生が 16人集まりました。最初の研修会で初めて会っ

た時、私以外の留学生は、既に英語はある程度話すことが出来ていました。私はあまり対応が出来ずに自信を無く

してしまいましたが、研修を通して会話をしていくうちに英語を話すことに楽しさを見出し、伝わった時の嬉しさ

も大きかったです。今では会話も普通にでき、留学の目的でもあった世界中に友達をつくることが出来ました。 

また、私の中で、新しい食べ物に挑戦することは、好きなことの 1つでもあるので、食べることは留学生活の中

で心の支えになっていたと思います。食事の面で驚いたことは、日本の食材や調味料が多く売られているというこ

とです。それらは特別な日本食のスーパーではなく、ごく普通のスーパーに売っています。これらの食材は全て日

本語の物名で売っています。これは私にとって興味深い事柄でした。アメリカの日常生活の中には、日本文化が影

響していて日本人として嬉しかったです。 

私は、小、中学生の頃に少しホームステイを体験していたので、予めどんなものか知っていましたが、1年間と

いう長いスパンでは初めてだったので、少し不安もありました。最初は文化の違いなどで慣れないことも多々あり

ましたが、ホストファミリーが親切に教えてくれました。また、アメリカに来て 1ヶ月は、ホームシックにかかり、

とても辛い時期でした。異国の学校で 1人、他の生徒に混ざって授業を受けることは、最初私にとって苦痛でしか

ありませんでした。心が折れそうになったこともありました。そんなとき、ホストママが優しく抱きしめて頑張れ

と言って支えてくれました。このホストファミリーのおかげで、1年間、アメリカの学校をやり遂げることが出来

たといっても過言ではないと思います。帰国した今でも連絡を取っていて、一生物の友好関係を築けたと思います。 

たくさんの人と出会い、様々な人の考えに触れ、自分の社会や世界に対する視野も広がりました。私が、たくさ

んのことを学び体験できた理由は、両親はもちろん、ロータリークラブの皆様の支えがあったからだと思います。

何事にも前向きに物事を考えること。失敗を恐れないこと。そして感謝の気持ちを忘れないことを胸にこれからの

人生を歩んでいこうと思います。支援をしてくださった皆様、本当に有り難うございました。 

 

【学生報告】『日本の魅力発見』 

2015-16年度来訪学生(RI第 3510 地区 台湾 高雄市) シー フーチーさん 

私は、台湾のテレビで日本の観光地や文化などの番組を見て、日本に行ってみた

いと思いました。それで、日本の美しい景色や素晴らしい食文化や伝統的な魅力を

詳しく知りたくなりました。 

台湾には７つのロータリーの地区があります。去年、台湾から日本に来た留学生

は、7 名です。でも、高雄市を含む 3510 地区では、70 人の交換留学生の中で日本

に来られる留学生の人数が制限されていて、1人しか日本に行くことが出来ません。

私は日本に行くことを希望していましたが、競争率が高くて日本に来られるか心配していました。 

 



 

私は、日本の留学生に選ばれたとき嬉しさと喜びで頭の中が真っ白になりました。でも、1人で全く知らないと

ころに行くことと、無事に 1年間過せるか、とても心配でした。日本語や日本の文化は、台湾で少しだけ勉強した

けど、会話は全く出来ないし、もう台湾の家族には助けてもらえません。でも、もっと日本のことが知りたい。不

安と期待する気持ちをもって三沢空港に着きました。 

それでは、今日のテーマ「日本の魅力発見」について話したいと思います。六ヶ所村はのどかで、毎日、学校に

行くときも、周りは建物が少なくて牧場もあって緑ばかりです。買い物や交通は不便ですが、静かで散歩する時に

は、リラックスすることが出来ます。 

日本に来て日本語を勉強しただけではなく、生活面や学校でも色々、未来に役に立つことを勉強しました。台湾

と日本は、同じアジアの国で、文化や言葉、特に漢字は他の国より身近に感じていたけど、実際に日本に住んでみ

ると、家族の雰囲気や生活習慣は、やはり台湾とは違うと思いました。 

それで知らない日本の魅力を発見することが毎日の楽しみでした。台湾の母は、仕事が忙しくて、夜 10 時に家

に帰ることも多いので大体は簡単ですぐに出来る料理を作ります。でも、ホストファミリーのお母さん達は、仕事

が忙しくても、毎日、真面目にメニューを考えて、本当においしい料理を作ってくれました。 

私はロータリークラブと六ヶ所高校の先生のおかげで、世界でも有名な日本の茶道と生け花を習うことが出来ま

した。生け花は挿す角度ひとつで、全く違う雰囲気と美しさを出すことが出来るようになりました。見方や考え方

を変えることは、人生においても繋がることだと思いました。 

台湾での学校の部活は、毎週 2 時間しかありません。でも、六ヶ所高校では、毎日部活があります。そこでは、

同級生だけではなく先輩と後輩とたくさん協力する機会があります。他の人達と協力する時は、自分の考え方を相

手にきちんと伝えることと、相手の考え方を根気よく聞かないと良いコミュニケーションがとれないと思いました。 

そして台湾ではスキーが出来ませんので、ホストファミリーと初めてスキーに行きました。初めは高いところか

ら滑るのは凄く怖かったけど、挑戦しないと降りられないし、上手くならないから頑張りました。私の人生でも同

じことだと感じました。怖いと思っていて、全然挑戦しないなら何も出来ないからです。 

最後に交換留学生を通じて思ったことは、国際交流の必要性です。自分の国の素晴らしさを伝えることと、他の

国の素晴らしいところを知ることは、とても大事なことだと思います。それは、お互いの国の理解を深めることが

出来るからです。私は日本に来て日本の素晴らしさや日本語を勉強して、将来は日本語と中国語との通訳者になり

たいと思います。台湾の素晴らしいところを日本に紹介し、日本の素晴らしいところを台湾に伝えて、お互いの交

流が発展することに努力したいと思います。 

台湾人からの日本人に対する認識は、時間を守ることをとても重視して、厳しいイメージがあります。 

でも、六ヶ所ロータリークラブの皆は、私がびっくりするほど優しくしてくれました。日本に来て、一番感動した

ことは、会話が全然出来なかったときにもロータリーの皆やホストファミリーや六ヶ所高校の生徒達は、たくさん

話しかけて応援してくれて、私がわからないことにも根気よくゆっくり説明してくれました。おかげで日本語を早

く覚えることが出来ました。日本での 1年間は幸せで充実して素晴らしい時間でした。別れるのが辛いけど、是非

また日本に来ます。1年間お世話になり本当に有り難うございました。 

 

【修了証 授与】2015-16年度ガバナー 鈴木唯司様から、シーフーチーさんへ贈呈 

 



 

【ディスカッション】交換留学プログラムを通じて伝えたいこと 

司会：種市治雄 実行副委員長 

3人から非常に素晴らしいスピーチをいただきまして、改めて彼らが交換留学生プログラムを通じて、感じた

もの、得たものを考えてみたいと思っております。 

 

 

 

 

 

 

 

 

司会：  「日本が好き。」というデレク君に聞きたいのですが、日本は謙譲文化が素晴らしいと先程のスピーチ

にもありましたけども、日本へ来る前と来たあとで、あなたはどう変わりましたか。 

デレク君：例えばある場所に「この場所に車を 30分以上停めることを遠慮ください。」と表示があるだけで、普通

の人はあまり停めないようにする。でも 16歳の私は、「ご遠慮ください」と書いてあっても無視して停

めてしまうと。他の人にどういう影響があるかを考えずに自分がやりたいことを絶対やるという考え方

のままでした。そういう考えから、私の行為が他の人に影響があるかを考えるようになりましたから、

そういう変化があったかなと思います。 

司会：  続いては、望海さんから、「大きく成長してきた。」というお話をされていましたけども、自分でどの様

に変わったと思いますか？ 

望海さん：アメリカの学校に私が実際行って、全部英語での学校生活を 1年間過してきましたけど、日本人がいな

いという環境で、英語を学べたので、今の英語力を身につけることが出来たと思っているし、そういう

環境で過せたことによってアメリカの良い文化も外から見た日本の良い面もたくさん知ることが出来

ました。また、1年間あまり日本語を使ってこなくて、日本語で相談しあえる人も居なかったので、そ

ういう面では 1年間を通して、自分的にも精神的に強くなったと思います。 

司会：  続いてフーチーさん。日本語をスラスラ話せるようになりましたけど、一番楽しかったこと、辛かった

ことを教えてください。 

フーチーさん：学校で楽しかったのは、文化祭や体育祭です。一緒に皆と準備して協力し合えるのは、本当にとて

も幸せだと思います。辛かったのは、最初、言葉が通じないで皆とコミュニケーションがとれなか

ったことです。皆にとって私は、突然来た外国人なので、少し寂しい感じがしました。 

司会：  お二方のパストガバナーから、国際奉仕の意義についてコメントをいただきたいと思っております。 

 

【コメント】第 2830 地区パストガバナー 北山輝夫様 

皆様からご覧になっても、交換留学生プログラムがどんなに凄いかというのは分

かると思います。実は、以前からフランスとアメリカ、オーストラリアに交換留

学生を出しております。留学へ行く前の普通の遠慮がちな謙譲の美徳に合ってい

た若い女の子が、1年間行ってきますと、正々堂々、人にわかり易く伝えるという

力を身につけて帰って参ります。皆様は中々見る機会も無いかも知れませんが、

海外へ行っている間、彼女たちは月次レポートを送って来ているので、一度それ

をご覧にいただくと、この子達が毎日奮闘している様子が、手に取るように分かると思います。この子達が世界中

から来て、世界中に帰って行って、日本を理解することの助けに必ずなってくれると思っていますので、各クラブ

に交換留学生候補者を続々と推薦していただけるように宜しくお願い致します。 

 



 

【コメント】第 2830 地区パストガバナー 鈴木唯司様 

素晴らしい 3 人の方々のスピーチでした。最初にデレク君の話を聞いたときに、

これはアメリカ人かと思ってしまう程の日本語ですし、話術と内容が素晴らしか

った。 

次の金浜さんは定期的にご報告を受けていて、最初の頃は、心細そうだった報告

が次々と自信溢れた報告で、しかも周りの人に助けていただいている様子が、わ

かって本当に嬉しく思いました。やはり、こういう学生をこの地区でもたくさん

送り出したいし、迎えたいなと常に思っていましたが、これからは長期に拘らない短期交換留学や、東南アジア等

の留学先についても、次期の青少年交換委員会で委員長に是非考えていただきたいと思います。 

最後に、シー･フーチーさんは高雄市出身ですが、2019 年 3月に高雄市で台日会議がありますので、是非、皆さん

誘って、フーチーさんに会いに行きましょう。有り難うございました。 

 

司会：  最後に、3人から交換留学プログラムの素晴らしさを一言ずつ語ってもらいたいと思います。 

デレク君：交換留学生で日本に来て、日本語のレベルが上達したのが、私にとってとても大きかったです。もし留

学しなかったなら、私はアメリカに対する印象は、普通のアメリカ人と同じ印象のままで、アメリカの

変わっている点を理解が出来なくなるので、自分の国を理解するように交換留学生プログラムは、大切

な経験だと思います。 

望海さん：私はロータリーの交換留学を通して、グローバル化で一番大切なことは、自分の意思をちゃんと相手に

伝えることだと思いました。理由は、ロータリーはたくさんの国から、留学生が集まっていたので、英

語でのコミュニケーションすら儘ならない時期も最初はありました。そんななかで、どうやって自分の

意思を相手に伝えるかとかを考えて、相手とコミュニケーションをとることが一番大切なことと、交換

留学を通じて思いました。 

フーチーさん：私は、日本に来て他の家族に入って色々な家族の生活習慣やルールを見て、自分が台湾にいた時に、

家で親たちに対して優しくない時、口が悪かった時もあったことを思い出して、親たち家族に対し

てもっと優しくして、根気よくコミュニケーションをとることが大事と習いました。 

 

司会：  3人から貴重な意見、ご報告をいただいたと思います。我々、ロータリークラブとしても、この国際奉

仕の理念に立った交換留学プログラムは、ロータリアン冥利に尽きるなと思っています。今後、当ロー

タリーと致しましても財源が許す限り推進していきたいと考えております。 

以上をもちまして、第二部 トークセッションを終了とさせていただきます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

祝賀会 

 

【開宴の言葉】祝賀会委員 宮田和俊君 

祝賀会にご出席いただきまして、心より感謝申し上げます。六ヶ所ロータリークラ

ブの 20 周年記念となりましたが、皆さん、楽しく和やかな祝賀会にしたいと思い

ます。皆様には、話に花を咲かせて祝賀会を楽しんでいただきたいと思います。そ

れでは、ただいまより祝賀会を開催致します。 

 

 

 

【歓迎の挨拶】小泉陽大 実行委員長 

六ヶ所ロータリークラブ 20 周年ということでございまして、人間に例えますと二

十歳と、やっとお酒が飲める年になったということだと思います。交換留学生プロ

グラム、それから教育支援。六ヶ所ロータリークラブ 20 年の歩みの中で、色々な

事業を展開してまいりました。今日からロータリークラブは、成人を向かえてお酒

が飲めるということですので、今後、更にお酒を飲みながら色々な事業にチャレン

ジしていきたいと考えております。その辺り、スポンサークラブであります野辺地

ロータリークラブさんをはじめ、我々の大先輩のクラブの皆さんには、今後ますますご支援、ご協力をいただいて

精進して参りたいと思っております。今日は、どうも有り難うございました。 

 

【来賓挨拶】六ヶ所村議会議長 橋本隆春様 

本日ここに六ヶ所ロータリークラブ創立 20 周年祝賀会が、小泉会長をはじめと

する会員の皆様と大勢のご来賓、並びに関係各位の方々が一同に会し、このように

盛大に開催されますことを誠に喜ばしく、村議会を代表しまして心からお祝いを申

し上げますと共に、このような良き日に挨拶の機会をいただきましたことに厚く感

謝を申し上げます。六ヶ所ロータリークラブは平成 8年に創立され、国際ロータリ

ーに加盟承認されましてから 20 年目という輝かしい年を迎えられたわけでござい

ますが、その間、貴クラブは、奉仕の理念に基づいて、各種各界の方々との連携を図りながら、地域社会の反映と

利益の為、日々、積極的な社会奉仕活動を推し進めている中、国際親善の活動も深められているところであります。   

また、貴クラブにおかれましては、創立 20 周年記念事業の一環として、六ヶ所村立第一中学校付近に記念碑を

建立していただきましたが、この記念碑は貴クラブの長年の功績の象徴でもあり、同時に本村の発展を遂げる意味

から、誠に意味深く御礼を申し上げる次第であります。ロータリークラブ活動の理念は、社会に貢献することとさ

れ、地域と村民の活性化に産業振興の発展は、本村にとって重要な課題であります村議会といたしましても、認識

を新たに引き続き尽力していきたいと思っているところでございます。どうか、小泉会長を中心により魅力あるク

ラブを目指し、事業活動を通じた親睦をよりいっそう深め、輝かしい 20 周年の節目のうちに更なる活動に挑戦す

ることを心からご期待を申し上げたいところであります。 

結びになりますが、六ヶ所ロータリークラブの皆様のますますのご発展と本日ご出席の皆様のご健康とご多幸を

ご祈念申し上げ、御祝いの挨拶とさせていただきます。本日は誠におめでとうございます。 

 

 

 

 

 

 



 

【乾杯】六ヶ所 RC特別代表 野辺地 RC 高野修司様 

特別代表の高野と申します。六ヶ所ロータリークラブの 20 周年記念。そして、会

参加の皆さんのご健勝を祈念して、乾杯。 

 

 

 

 

 

【アトラクション：スイングジャズ演奏】六ヶ所高等学校 吹奏楽部の皆さん 

 

【歓談の様子及び、来賓の方々の挨拶】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

【ロータリーソング「手に手つないで」】祝賀会委員 吉本篤史ソングリーダー 

今日は、遠いところ皆様にご足労いただきまして、六ヶ所村の 20周年式典を 

無事終えることが出来、本当に皆様のご尽力のおかげと感謝しております。 

皆さんで「手に手をつないで」を歌っていただきたいと思いますので、よろしく

お願いします。 

 

 

 

【記念撮影】 

 


